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辰巳ダム計画について 
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辰巳ダム計画における主要な経緯 

年 次 主 要 事 項 

1975（昭和50）年 

1979（昭和54）年 

1980（昭和55）年 

1980（昭和55）年 

 

 

 

1983（昭和58）年 

1987（昭和62）年 

 

1995（平成７）年 

 

1998（平成10）年 

 

1999（平成11）年 

 

 

2002（平成14）年 

国の補助事業として石川県が実施計画調査に着手。 

11月石川郷土史学会辰巳用水取入口保存の呼びかけを始める。 

6月学会連合が県知事、県教育長に東岩取入口保存を申入れ。 

9 月石川県文化財保護審議会が水没区間の縮小、辰巳用水を可能最大範囲で県

史跡に指定、辰巳用水学術調査委員会を発足させ、土木部の予算で総合的調査

を行い、昭和 57 年度の早い時期に報告書を刊行すること、等という条件でダ

ム建設やむなしとの答申を行なう。 

3月に辰巳ダム関係文化財等調査報告書「加賀辰巳用水」発行。 

石川県が辰巳ダム環境影響評価書を公開。市民団体等は手続き、公開性、内容

が不十分であると批判。 

石川県の情報公開条例が施行され、県の辰巳ダム資料への批判が強まる。ダム

反対の共有地運動が組織化される。 

石川県ダム再評価委員会開催。継続審議となる。その後、県と市民団体と意見

交換が行われる。 

石川県再評価委員会を開催。事業継続の判定。しかし、流域全体としての総合

的検討、生物多様性に関する追加調査、辰巳用水についての最大限の復元や移

設等に努めること、と言う付帯意見があった。 

石川県犀川水系河川整備検討委員会発足。河川整備基本方針の検討始まる。 

 

石川県犀川水系河川整備基本方針 

ここでは石川県犀川水系河川整備検討委員会の議論の骨子を述べる。筆者はこの委員会で委員長を

務めた。河川と社会との関係は、治水、利水、河川環境の保全を通して考えることが出来る。これら

は、河川法にも三つの目的として謳われており、これらの機能を果たすために複数の方策（代替案）

を考えることが出来る。河川整備計画の段階では実際に実施するプロジェクトに絞り込む必要があり、

整備方針は代替案の選択について判断基準を与えるべき役割を担っている。委員会で議論した９つの

代替案は技術的には等価であり、同じ水準の目標を達成できる。すなわち、水工学から優先順位を決

することはできない。実施期間が超長期にわたるもの、事業費が桁外れに大きな案については第一次

選考で外すことで同意が得られたが、これらを除いた4案については当初の議論では統一的な方針に

到達することが出来なかった。合意形成に向けた総合的な議論のためには、新しい枠組みが必要であ

ることが明らかになってきた。 

委員長として筆者が行ったことは、治水・利水・河川環境の 3 本柱の全てを覆う上位概念の導入で

ある。すなわち、「地域の歴史と伝統」の基本概念を導入し、全ての課題の判断をこの基準から行なう

ことで、全会一致の賛成を得た。これにより共通の基盤に基づく議論が可能となり、課題は解決に向

かったのである１）。最終段階での適用例は、金沢市内での河道の洪水流下能力増強か、市内に入る前

で洪水流量低減を図るかの選択であった。金沢市中心部の基準点付近での大規模な引堤工事は、長期

間にわたり金沢市中心部の活動を阻害し、犀川と共に成立して来た「街が金沢らしさを失う」という
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判断となり、基本概念に反するという全会一致の決定となった。残る方法は、市内中心部に入る前に

洪水流量の低減を図る貯留施設の建設である。しかし、基本概念を適用して、この施設は辰巳用水の

保全に障害を与えないという条件付きで委員会の最終結論となった。この提言を受けて、石川県知事

は辰巳用水東岩取入口を水没させないダム位置を選定する意向を表明し、ダム計画から四半世紀が経

ち辰巳用水保全の方向性が明確となった。 

 

石川県犀川水系河川整備計画 

ダム位置について辰巳用水東岩取入口を避けることは、地形からしても事業費の大幅な増大に繋が

るという新たな課題が生じた。このため、犀川の農業用水や工業用水の合理化に知恵を絞り、河川維

持流量や環境用水が生み出された。具体的には、犀川水系ダム群の再編成である。犀川ダムの工業用

水を河川維持用水に振り替えることが可能となったことや農業用水の合理化が図られたことから、既

設の犀川ダム、内川ダム、そして新しい辰巳ダムの三ダム連携により真の意味での流域総合計画を構

築した。 

三ダム連携にあたり、洪水調節施設については下流位置ほど効率的、効果的であることに着目し、

既存の犀川ダム、内川ダムでできるだけ利水容量を確保し、辰巳ダムは治水専用ダムとする計画とな

った。その結果、辰巳ダムの必要容 

量は 880 万 m3から 600 万 m3へと 

規模を縮小できることになり、事業 

費の抑制が実現した。流水型ダムで 

あることで生態系及び土砂・栄養 

塩などの連続性の確保、常時湛 

水しないことにより、水質環境 

への負荷軽減も達成できることと 

なった２）。                   

 

おわりに 

 1975年以来の辰巳ダム計画に関する経緯と最終段階における葛藤管理が新展開した概要を述べた。

辰巳ダム計画における最終期の委員会で議論された内容は，河川管理における新しい概念と革新的な

流域管理への接近法である。この二つが価値観の相違を超えた議論を可能とし，技術的争点を明瞭化

した３）。 

「地域の歴史と伝統」の概念は辰巳ダム計画の葛藤原因である価値観や専門性の相違を前提としな

がら，それらの主題を包括する概念であるので，葛藤の基本部分を解消することが出来た。 

流域管理への接近法は，既存ダムの容量配分変更などを含む革新的なものであった。その結果，辰

巳ダム計画をめぐる生態的・環境的な技術的争点を根本的に解決することが出来た。 
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